














要約 正確な食物摂取状況調査を行う際の問題点として、熟練の栄養専門家の必要性,調査

内容の複雑さや多数の人を対象にできないなどがあげられる。そこでできるだけ簡便な方

法として食習慣調査票の開発を続けているが、給食の按分、カテゴリーの細分化、食物摂

取状況調査票と食習慣調査票の各食品群量の相関の一致度などの問題点があげられた。今

回はより実際の摂取量に近い食習慣調査票に改良し、その活用の結果が示されたので報告

する。 


